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はじめに

　マサバは1970年代の「サバ類（マサバ）漁獲時代」

には,日本海側山口県～福井県の日本海西部海域で

の漁獲量が20万トンレベルにおよび,当海域の浮

魚類の中では最重要魚種であった．最近ではサバ類

の漁獲量が減少しているが,2005年～ 2008年の平

均で約3.4万トン水揚げされており,日本海南西沿

岸海域で操業するまき網漁業の主要な漁獲対象魚種

のひとつである．

　このような重要魚種の摂餌生態を調査すること

は,魚類の資源変動機構を理解するための知見,及

び適切な資源管理を実施するための知見を得るうえ

で基礎的な作業のひとつで,対馬暖流系マサバの食

性についても従来から多くの調査研究が行われてき

た .1～3）
　　 しかしながら,これまでは胃内容物のリス

ト作成に留まっているように思われる．

　マサバは魚種交替を行う浮魚類のなかでは相対的

に大型の魚種で,仔魚期の段階から動物食性・魚食

性を示し,マサバの食性を調査することは自身の生

き残りや他の生物に与える影響力を解明するうえで

重要な課題であると思われる．今回我々はマサバ食

性の変動を生物的環境との関連性に視点を当てて解

析を行うように努め,若干の知見を得たので報告す

る．　　

資料と方法

　調査に用いたマサバは ,2010年 3月～ 2011年 3

月にかけて日本海南西沿岸海域の浜田沖及び隠岐諸

島周辺海域（図１）で操業したまき網漁業の漁獲物

の中から採集した．

　得られたマサバの体長,体重を測定した後,開腹

して胃を取り出し切開して内容物を電子天秤上に移

し重量を求めた．胃内容物は可能なかぎり詳しく種

類を査定し,個体毎に記録した．

　ただ,消化の程度が著しく進んだ状態のものもあ

り種名まで査定できない場合も多くあった．この報

告では胃内容物組成を各標本毎の餌料出現頻度の百

分率4）で示した．また摂餌率を（胃内容物重量/体

重×100）により求めた.

結果と考察

　胃内容物の種類と出現頻度　日本海南西沿岸海域
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でまき網漁業により漁獲されたマサバ35標本1,936

個体の胃内容物を調査した（付表1,2）．その結果,

次の種類がマサバの胃内容物中に見出だされた．す

なわち,

①魚類：カタクチイワシ,マアジ,ウルメイワシ,

マイワシ,サイウオ類が確認できた．

②頭足類（イカ類）：やや大型でそれほど消化の進

んでいない個体についてはスルメイカとケンサキ

イカが査定できた．それ以外の小型個体については

ケンサキイカは墨汁嚢上に発光器が存在することで

確認できたが,無いものについては同定できなかっ

た．またミミイカ類も1例出現した．

③甲殻類：これらは浮遊性の小型種が大部分を占

め,消化の進んだものも多くあった．

④サルパ類：筋肉質状で桃色～黄褐色を呈し,西村

の報告5)と一致するのでそれと認めた．どの個体も

かなり消化が進んでおり種名の査定は困難であっ

た．

⑤魚鱗：上記以外に直径3～ 4mmの円鱗がしばしば

見出だされた．これらの鱗は噴門部あるいは盲嚢中

にあった．盲嚢部に存在するものは薄い粘膜状の物

質に包まれていたので摂取後ある程度の時間が経過

したものと判断した．　

　浜田沖漁場（図1,A）で漁獲された1,476個体を

調査した結果（付表1）,魚類15.9%,イカ類10.3%,

甲殻類14.8%,サルパ類35.8%の出現頻度を示した．

このようにマサバの餌料としてはサルパ類が最も多

く魚類と甲殻類がこれに次いでいた．魚類のうちで

はカタクチイワシが最も多く捕食されていた．一

方,隠岐諸島周辺漁場（図1,B）での結果（付表2）

によれば ,魚類 19.3%,イカ類 1.3%,甲殻類 18.0%,

サルパ類28.5%の出現頻度を示した．

　今回の調査結果から対象とした海域においては,

魚類,甲殻類,イカ類及びサルパ類がマサバの主要

な餌となっていることが明らかになった．また胃内

容物の種類や出現頻度の順位,組成を比較したとこ

ろ,浜田沖漁場と隠岐諸島周辺漁場との間に大きな

差異があるとはいえない．

　胃内容物出現頻度の季節変化　前節で明らかに

なった胃内容物の各種類の胃内における出現頻度の

季節変化を検討するため,１ヶ月毎にまとめて図

2,3に示した．魚類の出現頻度は6月から急激に増

大して9月以降は減少して低レベルで経過した．イ

カ類の出現頻度は5月に高く,次いで3月,10月,12

月でもやや高い数値が得られた．甲殻類のそれは浜

田沖漁場では11～ 12月にピークがみられ隠岐諸島

周辺漁場では3月にピークが現れた．サルパ類の出

現頻度は6～ 8月ではきわめて低い水準であり,浜

田沖漁場では10～ 12月では全く出現しない状況を

示したが,それ以外の月では高い水準を維持した．

このように浜田沖漁場では主に6～ 8月の魚類を

捕食する時期と11～ 12月の主に甲殻類を捕食する

時期とに明瞭に分かれ,5月はイカ類を捕食する頻

度が高くなった．またサルパ類は魚類・甲殻類の出

現頻度の低い時期に高くなる傾向が顕著に認められ

た．
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　隠岐諸島周辺漁場でも基本的に浜田沖漁場と同様

な変動が認められ,両漁場間に大きな差異はなかっ

た．すなわち,この海域のマサバ食性には明瞭な季

節変動－食性の転換－がみられた．

　摂餌率と捕食魚類の体長組成　平均摂餌率は

0.11%～ 9.23%の範囲を変動した(付表 1,2)．その

モードは1％未満台にあった．しかし、平均摂餌率

が１％以上の比較的高い時期は6～ 8月と 11～ 12

月に集中し、それぞれ魚類と甲殻類の捕食頻度が高

い時期と一致する．

　捕食された魚類のうち個体数の多かったカタクチ

イワシとマアジの体長組成を図4 ,5に示す．カタ

クチイワシは浜田沖漁場では6月 30日にモードが

40mmに ,7月 23～ 28日にモードが70～ 95mmに ,8

月 18日にはモードが100mmにそれぞれみられた（図

4,左）．隠岐諸島周辺漁場では7月14日に体長80mm

台の魚体がみられたが（図5,左）,大多数を占める

不明魚もやや消化が進んでいるもののこの大きさの

カタクチイワシと推定された．一方マアジでは6月

9～10日のモード30mm～50mmから7月16日のモー

ド60mmに変化した（図4,右；図5,右）．

 若干の議論　対馬海流系マサバの食性調査1～3）
　　 に

よればその主要な餌生物は魚類,とりわけカタクチ

イワシ,甲殻類,サルパ類であり,今回得られた結

果はこれらの諸研究の結論と一致している．

　この調査で用いた解析手法では,サルパ類の出現

頻度が高い水準を示した．マサバの餌生物としての

サルパ類の重要性は西村2,5）によって指摘されてい

るが,今回得られた結果からはサルパ類と魚類･甲

殻類とは相補的関係にあるように思われる．すなわ

ち,マサバの餌生物としての魚類･甲殻類が量的に

減少あるいは消滅した時期にサルパ類の捕食が活発

化するように思われる．

　胃内容物に魚鱗がしばしば見出されたが,マサバ

自身の魚鱗あるいは同時に漁獲された魚類の鱗もふ

くまれていた．噴門部及び盲嚢部にみられたが,前

者の鱗の消化はまったく進んでいない状態であり,

後者のそれは粘液に包まれ明らかに消化が進んでい

た．これまで胃内容物中の鱗は漁獲中に誤飲された

ものと考えられている. 3,5）噴門部のものはそれで

理解できるが,盲嚢部の鱗はその考えでは不自然で

ある．盲嚢部に出現したのは浜田漁港で水揚げされ

た標本に多かったが,浜田漁港に水揚げするまき網

漁業は通常,日の出前の１回操業であるので漁獲中

に飲み込んだとすれば噴門部に見出されるだろう．

盲嚢部中の消化の進んだ鱗は,漁獲されるかなり以

前に高密度に集群してあるいは索餌中に狂奔し,そ

の最中に剥がれた鱗を摂取したと考える．マサバは

かなり貪食な魚種で捕食可能な状態にある物体は雑

多な物まで食うことが報告されている6,7)ことからも

この考えを支持することができる.

　平均摂餌率は0.1～ 9%台と標本毎に大きく変動

したが,1%未満の数値が最も多く出現した．これは,

体長14～ 27cmのマサバ199尾を飽食状態までカタ

クチイワシを餌として与えて得られた平均摂餌率

5.9% 8) を著しく下回る．この結果は,漁獲される際

に胃内容物を吐出する可能性を考慮しても,自然界

では群個体の平均摂餌率は本来個体がもつ最大摂餌

率に比較してかなり低い水準に抑えられる8)という

考えを支持する．

　マサバの胃内容物組成には明瞭な季節変動がみら

れた．食性の転換という現象はマサバ自身の餌選択

性とマサバを取りまく餌生物の組成の変化という生
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物的環境との２つの要因によって生起すると考えら

れる．

　中層トロール網を用いた幼稚魚の採集結果による

と日本海南西部沿岸海域には5月下旬以降,尾叉長

20～50mmのマアジが来遊してくる．9,10）カタクチイ

ワシについては同質の資料はないが,島根半島沿岸

で操業する「いわしすくい網漁業」は5月下旬から

6月上旬に始まり体長約3cmのカタクチイワシが主

な漁獲対象種であり,6月に漁獲量のピークを迎え

7月下旬の体長約8cmのカタクチイワシをもって終

漁する.11）このように,この海域でマアジとカタク

チイワシが急増する時期とマサバが捕食している魚

類―マアジとカタクチイワシ―の出現頻度が高まる

時期との一致がみられたことは餌生物の量的変動が

食性転換に強く作用することを示している．

　一方,浜田沖漁場に近い山口沖における動物プラ

ンクトンの群集構造の季節変動を調べた結果12）によ

るとカイアシ類が最優占群であり,その出現量の

ピークは3月 ,6月 ,11月にある．マサバの食性の

季節的変動をみると,甲殻類の出現頻度の高い時期

は浜田沖漁場では11～ 12月にある（図2,左）．実

際,2007年 11月 14日に益田市沖北約60マイルの

地点で夜間停泊中の試験船「島根丸」の灯下に大量

の小型甲殻類のニホンウミノミとそれを捕食する多

数のマサバが狂奔群泳しタモ網でたやすくすくえ

た．＊ 隠岐諸島周辺漁場では甲殻類の出現頻度の高

い時期は12月と 3月にあり（図3,左）浜田沖漁場

でも3月に低い出現がみられている．このようにカ

イアシ類の出現の時期とマサバの甲殻類への食性転

換期－11～ 12月及び3月－はよく一致する．すな

わち,魚類と同様に甲殻類についてもその量的消長

がマサバの食性転換に大きく関与していることを示

している．

　すでに述べたように,魚類と甲殻類が貧弱になる

時期にサルパ類の出現頻度が高くなった．近年,サ

ルパ類をふくむ浮遊性被襄類の海洋生態系における

重要性が指摘されている13）が ,サルパ類の自然にお

ける季節的な量的消長期に関する情報も含めた生態

的な知見は乏しく,マサバの餌生物としての評価は

今後の課題であろう．

　6～ 8月にかけてはマサバは専ら魚類を捕食して

いたが,魚種が同定可能であったものについてみる

とカタクチイワシが圧倒的に多く,マアジは個体数

でその1/5弱程度であった．高橋6）は体型や骨格の

硬軟の差異に伴うマサバのより強いカタクチイワシ

への選択性を飼育実験から明らかにしている．ま

た,いわしすくい網の漁獲物組成はカタクチイワシ

が圧倒的に多くマアジはごくわずかである．11）この差

は必ずしも現存量を反映したものではないかもしれ

ないが,マサバのカタクチイワシへの嗜好性の強さ

とマアジの量的な少なさとが作用したものと考えら

れる．

　捕食されたカタクチイワシの体長組成の経時的変

化をみると6月 30日のモード40mmから 8月 18日

のモード100mmまでマサバはカタクチイワシの成長

段階に対応した捕食活動をしているようにみえ,来

遊してくるカタクチイワシをいわば選り好みせずに

捕食していると思われる．ただ、この海域（図１）

には2月～ 4月にかけて体長13cm以上のカタクチ

イワシが来遊する14）が、2～ 3月にはマサバはカタ

クチイワシを捕食していなかった（付表1、2）．こ

のことは両者の体長や遊泳能力の相互関係により、

この時期のマサバはカタクチイワシを捕食できな

かったものと推測される．

　一方マアジはカタクチイワシに比べて早い時期か

ら捕食され6月 9～ 10日のモード 30mm～ 50mmか

ら 7月 16日のモード60mmに変化したが,それ以降

では7月 23日に体長約70mmのマアジを1尾捕食し

たのみであった．今回の食性調査を実施した同じ

年（2010年）に島根県沖合で6～ 7月に実施され

た中層トロールによるマアジ幼魚の採集結果によれ

ばマアジ体長のモードは20～ 30mm台にあり,マサ

バが捕食していたマアジは共存していると思われる

マアジのモードと比較して大きかった．すなわちマ

サバは大型のマアジを選択しており,カタクチイワ

シに対する摂餌選択性とは異なる可能性が示唆され

た.この点についてはマサバと餌生物のマアジ幼魚

との遊泳層の相異といった視点からの検討も必要と

なろう。

　このようにマサバの食性の変化は第一義的には外

部環境の変化を反映したものと考えられるが,細部

にわたって検討するとカタクチイワシとマアジへの

選択の差にみられたようなマサバ自身に起因すると

思われることによっても変化すると考えられ,今後

はこれら諸要因に焦点をあてた解明が待たれる．
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